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（鯛V
の
叢
Ψ

2
月
1
5
日
～

　
　
　
　
　
　
3
月
1
5
日

　
今
年
も
町
県
民
税
等
の
申
告
の
時

期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
平
成
宜
年
一
月
一
日
現
在
、
住
民

登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
町
内
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
前
年
一
年
間
に

得
た
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
告
は
、
二
月
レ
ー
1
日
か
ら
受
付

を
始
め
ま
す
。
別
表
の
日
程
に
よ
り

各
地
区
ご
と
に
受
付
け
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ

い
．
…
期
限
は
一
二
目
月
L
i
五
日
4
よ
，
．
．

所
得
の
な
い
人
も

申
告
し
て
く
だ
さ
い

　
こ
の
申
告
は
、
町
県
民
税
と
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
の
基
礎
と
な
り

ま
す
。

　
所
得
の
な
い
人
で
あ
っ
て
も
扶
養

認
定
や
児
童
手
当
の
判
定
、
福
祉
年

金
の
受
給
、
幼
稚
園
や
保
育
所
の
入

所
な
ど
の
所
得
証
明
か
で
き
ま
せ
ん

．
の
で
、
も
れ
な
く
申
告
し
て
く
だ
さ

　
い
。
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
も

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
要
領
は

　
申
告
の
と
き
に
持
参
す
る
も
の

①
田
畑
で
生
産
し
た
作
物
名
・
作
付

面
積
が
明
ら
か
な
も
の
。
　
（
あ
ら
か

じ
め
申
告
計
算
書
を
配
布
し
ま
す
の

で
記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
）

②
農
作
物
（
し
い
た
け
　
み
か
ん

柿
、
栗
、
野
菜
等
）
の
収
量
や
販
売

金
額
を
証
明
す
る
も
の
。
　
（
出
荷
証

明
書
）

③
養
蚕
の
繭
売
渡
し
精
算
書
。
　
（
各

蚕
期
別
）

④
肉
用
牛
の
セ
リ
市
場
に
お
け
る
売

渡
し
証
明
書
。
　
（
百
万
円
未
満
の
子

牛
に
つ
い
て
は
、
家
畜
市
場
の
売
却

証
明
書
が
あ
れ
ば
免
税
所
得
、
証
明

書
が
な
い
と
き
は
課
税
所
得
で
す
。
）

⑤
出
稼
ぎ
や
日
稼
ぎ
を
さ
れ
て
い
る

人
は
、
事
業
主
か
ら
の
賃
金
等
の
支

払
明
細
書
。
　
（
給
与
支
払
報
告
書
の

出
て
い
る
人
は
不
要
で
す
。
）

⑥
各
種
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は

平
成
四
年
中
の
源
泉
徴
収
票
か
年
金

支
払
通
知
書
。

⑦
土
地
や
建
物
の
譲
渡
、
立
木
の
売

却
、
貸
家
等
の
あ
る
人
は
、
収
入
．

支
出
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
。
　
（
公

共
用
地
の
買
収
に
よ
る
補
償
の
場
合

も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
）

⑧
そ
の
他
所
得
の
あ
る
人
は
収
支
の

明
ら
か
な
も
の
。
　
（
家
計
簿
・
日
記

・
ノ
ー
ト
類
）

⑨
平
成
四
年
中
に
支
払
っ
た
も
の
の

う
ち
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の

　
（
農
機
具
・
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
等
の

購
入
費
、
雇
人
費
、
土
地
改
良
費
、

交
際
費
、
光
熱
水
費
、
事
業
用
借
入

金
の
支
払
利
息
、
地
代
、
家
賃
等
）

の
領
収
書
。

⑭
平
成
四
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

　
　
　
　
　
　
　
　
0

（
．

靴

’一
’

葺
●｝‘

圖・
響

険
や
個
人
年
金
保
険
の
保
険
料
及
び

火
災
保
険
等
の
損
害
保
険
の
保
険
料

の
領
収
書
ま
た
は
支
払
証
明
書
。

⑪
印
か
ん

　
な
お
、
所
得
税
の
還
付
申
告
（
払

戻
し
請
求
）
を
す
る
人
は
、
源
泉
徴

収
票
を
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

は
病
院
の
領
収
書
・
通
院
証
明
書
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

囎得髄

確
定
申
告
の
受
付

　
　
役
場
で
納
税
相
談

　
　
　
　
　
　
　
2
月
1
8
日
・
1
9
日

　
平
成
四
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
レ
症

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
．
、

　
所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
正
し

く
所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
計
算
し

て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度
を
と
っ

て
い
ま
す
。

　
税
務
署
は
延
岡
市
で
遠
方
に
あ
り

ま
す
の
で
、
本
町
で
は
次
の
日
程
で

納
税
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
期
日
　
2
月
1
8
日
・
1
9
日

▽
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館
．
．
階

申
告
を
要
す
る
人

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
に
は
、
税
務
署
か
ら
申
告
用
紙

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
申
告
相

談
日
の
案
内
が
あ
り
ま
す
．
．
申
告
書

が
送
ら
れ
た
人
は
、
書
類
に
目
を
通

し
、
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
．
．

　
指
定
日
に
申
告
を
し
な
い
と
、
延

岡
税
務
署
ま
で
出
向
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
書
の
送
付
を
受
け
な

く
て
も
、
次
の
人
は
確
定
申
告
が
必

要
チ
、
す
。

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎

控
除
、
配
偶
老
控
除
、
扶
養
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
の
額
を
超
え
る
人
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

が
一
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人
や
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

が
二
十
万
円
（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ

る
免
税
所
得
を
含
む
）
を
超
え
る
人
。

③
給
与
所
得
者
で
、
二
ヵ
所
以
上
か

ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人

で
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
従

た
る
給
与
の
収
入
金
額
と
、
そ
の
他

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円

を
超
え
る
と
き
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係㊥2111（14）まで〉
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鰯
雛
鑑
W
撚
解
織
畿

遍
羅
慧
灘
灘
濫
濃

　
一
年
間
の
所
得
に
つ
い
て
税
額
を

計
算
し
て
み
る
と
、
源
泉
徴
収
や
予

平成5年度町県民税・国民健康保険税申告相談受付日程

悪
馬
税
で
す
で
に
納
め
て
い
る
税
金

の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

を
す
れ
ば
、
納
め
す
ぎ
た
所
得
税
が

還
付
（
払
戻
し
）
さ
れ
ま
す
。

①
給
与
所
得
者
で
年
の
中
途
で
退
職

し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め

年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
。

（
源
泉
徴
収
票
が
必
要
）

②
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や
医

療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
人
。
　
（
必
要
書
類

は
雑
損
控
除
1
1
損
失
の
金
額
を
証
す

る
も
の
。
医
療
費
控
除
一
領
収
書
、

通
院
証
明
書
。
住
宅
取
得
控
除
一
家

屋
の
登
記
簿
謄
本
、
新
築
工
事
請
負

契
約
書
、
売
買
契
約
書
、
住
民
票
抄

本
、
金
融
機
関
等
の
住
宅
取
得
に
係

る
融
資
額
の
償
還
金
額
等
証
明
書
）

③
年
金
及
び
恩
給
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
年
末
調
整
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
所
得
税
の
還
付
の
必
要
な
人
は

申
告
が
必
要
で
す
。

月　日
@　　i　；　　　…

　i　　　　　｝　　申　告　相　談　対　象　　：三二呈上区名1組　合　名　会　場　　　　　　　　　　　ミ

2月15日

i　　9：30～11：40　　　　直下1・2、上中、又上、住宅月一　　　　　　　一小野田　　　　一…一　　　　　　・東郷町中央公民館二階　・13：00～15：00　　　　　大谷、・1・野田1・2

：10：00～11：40下渡lli区全域　　　　　　　　　下渡】ll地区集会施設
16［… 火

1
13：30～15：00　越　表　児島、一松露　　　　　　　児　洗　集　会　所

17日
　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　@　EP8日i木；9：00～16：00

19日・金…

1　　　　一一　　　町内全域確定申告義務者　　　東郷町中央公民館二階　9：00～16：00

22日
月
ト
　
1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
P9：30～ll：40　　　　…東石原、西石原、本村　　　　　　坪　谷　　　　　　　　　　　　　坪谷多目的集会施設13：00～15：00　　　　赤井笠、上野原　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

23日

　i9：30～11：40　　　　f中崎、多血ノ木、瀬平火トー一　　　　坪　谷　　　　　一一　　　　　　．…坪谷多目的集会施設　i13：00～15：00　　　　　一谷原、一谷1【1崎

9：30～11：40　　　　下仲瀬、久井原、下水流
24日 水 　　　　　仲　深　　　　　　　　　　　　　　仲深地区集落センター

P3：00～15：00　　　　；深谷、野々崎

　◎@
2
5
B
，

9：30～11：40：　　　旨井尻、深瀬、日ケ道、樋田　　　　　羽　　　　　　　坂

木 　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一羽坂生活改善センター
P3：00～15：00　　　　．陰野、羽坂、沖之水流

26日 金 9：30～11：40　田　野　区全域　　　　　　　　　田野地区集落センター

3月1日 　…

19：30～11：40．　　　東下、東上、　　　　　　迫野内　　　　　　　　　　　　　　迫　野　内　公　民　館113：00～15：00　　　　；西谷、鹿瀬

I　　　　　　　　　　　　　　　　I

P9：30～11：40：迫野内　地内　　　　　　　　　　　．迫　野　内　公　民　館

2日 火卜

3日 水i

　　　　　　　　　IP9：30～’1：40 ｨ内…前田沖水1充・下村 @鶴野内地区
P13：30～15：00　　　　　山内、中山　　　　　　　　コミニュティセンター

4日 木ig：30～11：40鶴野内　大工野、おもだか　　　　　大工野地区集落センター

9：30～11：40…福瀬．燭原1●2●3
5日 金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仲野原営農研修施設13：00～14：301　　　1出口　　　　　1

9：30～11：40　　　　　　LL†寸1　・2　・3　　　　1　　　　　　〃

・申 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福　瀬　公　民　館13：00～14：30　　　　！下村、鳥lll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

9：30～11：40：　　　　日田尾、鵜戸木　　　　　　〃

9日 火 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一広瀬生活改善センター
P3：00～14：40…　　　1広瀬

10日
水
L
　
i

9：30～’1：401二二…庭田・長崎　　　庭田公民館13：00～14：30　　　　．中尾、吉牟田

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一『一
@9：30～ll：401　　　寺迫、山之口　　　　　　寺　迫　公　民　館　　　　　　　〃

11日 木
　　　　　1P3：00～14：30…　　　…落忌　　　　　　　　　　　寺　迫　公　民　館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

12日
金1・…一16……二二申告できなか。た者，東郷町中央公民館二F皆

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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こ
の
歌
は
大
正
八
年
二
二
十
四
歳
）

の
．
「
目
の
作
で
す
　
第
十
三
歌
集
「
く

ろ
十
ゴ
に
一
所
収
一
二
、
あ
り
、
「
二
月

の
、
雨
一
と
顕
「
一
二
、
十
一
二
u
訂
キ
皿
「
詠
ん
で

い
る
中
の
一
首
で
す

　
き
さ
ら
ぎ
一
は
「
如
月
一
と
書

き
、
み
な
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
、

旧
暦
の
二
月
の
こ
と
で
す
　
こ
の
季

節
は
ま
だ
ま
だ
寒
さ
も
き
び
し
い
頃

で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
雨
は
少
な

い
時
期
で
す
　
お
そ
ら
く
、
こ
の
歌

は
、
久
し
ぶ
り
に
降
る
雨
、
こ
や
み

娠噛

ﾗ
訴
▲

か
と
、
牧
水
は
も
う
す
ぐ
春

を
迎
え
る
そ
の
喜
び
を
歌
r
．
た

も
の
で
あ
り
ま
し
，
．
ご
つ
．
．
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
も
の
を
感
じ
ま
す
一
永
か
っ

た
冬
、
春
を
待
つ
気
持
ち
、
こ
の
心

境
は
誰
し
も
皆
同
じ
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
．
．
こ
の
歌
レ
ニ
連
の
作
と
し
て

つ
ぎ
の
歌
も
詠
ん
で
い
ま
す

家
の
窓
　
た
だ
ひ
と
と
こ
ろ

　
あ
け
お
き
て

　
　
け
ふ
の
時
雨
に

　
　
　
　
　
も
の
読
み
始
む

表
紙
へ
牧
水
O
－
7
2
、
の
解
説

　
　
　
　
　
渡
邊
邦
彦

＊竈馬れいに1
　
町
で
は
、
平
成
四

年
度
に
河
川
残
留
農

薬
の
濃
度
調
査
を
行

な
い
ま
し
た
．

　
結
果
に
つ
い
て
は

厚
生
省
基
準
よ
り
か

な
り
低
く
、
検
査
機

関
で
測
定
で
き
る
濃

度
以
下
で
、
こ
れ
以

上
の
分
析
が
で
き
な

い
と
い
・
つ
こ
と
で
、

」
未
満
一
と
い
・
つ
表
現

が
し
て
あ
り
ま
す
。

　
主
な
も
の
と
し
て

殺
虫
剤
（
ダ
イ
ア
ジ

ノ
ン
）
○
・
0
0
0

5
㎎
／
e
未
満
、
殺

菌
剤
（
ク
ロ
二
三
ロ
ニ
ル
）
ダ
コ
ニ

：
ル
類
0
・
0
0
1
㎎
．
／
を
未
満
、

除
草
剤
（
シ
マ
ジ
ン
）
0
・
0
0
0

3
㎎
／
セ
未
満
で
し
た
。

　
ま
た
、
年
一
回
町
内
の
主
な
河
川

の
十
六
ヶ
所
で
水
を
採
取
し
検
査
を

行
な
∫
．
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
の
検

査
結
果
で
は
、
④
B
O
D
の
値
が
越

表
区
】
松
露
、
坪
谷
小
学
校
下
、
仲

深
三
下
、
羽
坂
橋
下
、
福
士
橋
ド
、

出
口
川
、
田
久
保
川
、
お
ば
き
た
川

で
そ
れ
ぞ
れ
〇
二
〇
㎎
　
U
以
下
、

迫
野
内
地
内
吐
、
水
無
川
匪
．
、
〇
二
つ

㎎
r
C
、
大
谷
川
，
、
田
の
原
で
O
・

6
㎎
、
、
／
C
、
東
郷
町
森
林
組
合
下
で

一
・
1
㎎
　
C
で
、
全
て
基
準
以
下

で
し
た
．

④
　
B
O
D
と
は
、
生
物
化
学
的
酸

素
要
求
量
と
い
い
、
河
川
や
海
水

中
に
溶
け
こ
ん
で
い
る
有
機
物

〔
汚
染
物
質
）
か
バ
ク
テ
リ
ア
に
よ

．
’
．
て
分
解
さ
れ
る
と
き
に
必
要
な

酸
素
の
量
を
表
わ
す
も
の
で
、
高

い
ほ
ど
汚
染
度
が
高
い
．
．

Ψ

♂
撫
影
、
評

勢
ぐ
、
饗

　
　
　
㌔

　
　
　
で
・
撒

喫
乱

○
そ
の
他
何
か
P
R
す
る
一

O
会
社
の
特
徴
は
？

　
若
い
従
業
員
か
多
く
、

　
バ
イ
タ
リ
テ
、
、
1
あ
ふ
れ

　
る
当
社
で
す
．
．
こ
れ
か
ら

　
も
、
　
一
致
団
結
し
頑
張
っ

　
て
だ
仔
ぎ
h
た
い
と
田
じ
っ
て
い

　
ま
す

O
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？
・

　
土
木
・
建
築
・
管
・
舗

装
工
事
で
す

○
現
在
の
従
業
員
数
は
？
・

レ
五
名
で
す
．

豊
　
二
矧
げ
騒
耐
匹

。糠儀篭写：距

株
式
会
社

　
　
　
　
北
斗
開
発

東
郷
町
大
字
山
陰
＝
ご
二
三
卜
六

夢
態
　
3
0
0
9

　
㊥
　
2
0
0
0

代
表
取
締
役
　
拍
田
和
登

。
設
立
年
月
日
は
？
・

　
昭
和
五
十
互
年
卜
月
一
日
で
す
．
．

愚
　
当
社
で
は
従
業
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
．
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
．
．

　
一
緒
に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
〃
…

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
・

動
9
②
㊨
勤
⑰

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係㊥2111（14）まで〉

町　報　　と　う　こ　う 平成5年2月号1中

受賞おめでとうございます

管
　
　
暫
　
曹
　
憂
　
昏
　
幣
　
　
f
　
管
　
暴
　
畢
　
管
　
　
ヤ
　
曇
　
　
晋
　
管
　
ヤ
　
　
畳
　
機
　
ヤ
　
　
曇
　
蚤
　
畳
　
斎
　
蜘
　
　
膏
　
蚤

毎
日
農
業
記
録
賞
誉
「
席
賞
を
受
賞

　
毎
日
新
聞
社
と
富
民
協
会
が
主
催
す
る
平
成
四
年
度
の
【
毎
日

農
業
記
録
賞
（
明
る
い
未
来
を
ひ
ら
く
農
村
生
活
記
録
賞
ご
で
、
田

野
の
田
原
千
春
さ
ん
（
3
8
歳
）
が
、
県
二
席
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

（
な
．
．

　
田
原
さ
ん
は
農
業
に
関
し
げ
、
、
　
何
事
で
も
前
向
き
に
考
え
、

自
分
自
身
の
為
に
も
明
る
い
楽
し
い
農
業
・
農
村
に
し
て
い
き
た

い
一
と
語
r
．
1
、
い
ま
し
た
、

養
蚕
功
労
賞
を
受
賞

　
福
瀬
日
田
尾
の
高
尾
金
次
郎
さ
ん
（
6
9
歳
）
が
長
年
に
渡
る
養

蚕
振
興
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
大
日
本
蚕
糸
会
か
ら
養
蚕
功
労
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
、

　
高
尾
さ
ん
は
美
々
津
地
区
農
用
地
開
発
事
業
の
日
田
尾
養
蚕
団

地
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
2
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
養
蚕
団
地
の
造
成
に
積

極
的
に
協
力
さ
れ
町
の
養
蚕
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
．
、

π㌻翁軸争奪命穂◎〉碗翼◎簿奄羅竃竃竃Ω蚕轡蚕奪一一く〉燈一一Ω繭奄議竃蹴観一Ω〈頭〉

自衛官募集中
身分は特別職国家公務員です

箆

2白藍ヨ。嗣Q一身

翻酉
い§

じ1

●

＿1馨1
ノ

　　　　　　　　　　　　　　　育てようノ
君の無限の可能性を健全1二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よき社会人としての人間形成　規律ある生活
【応募資格】

　18才～27才未満（男性・女性は問いません）　最新の技術習得　勤務しながら勉学

【待遇のよい安定した職場】

　初任給　142，800円（衣・食・住は無料）

　賞　与　年3回、合計5．45ヶ月分

　特別退職手当　2年：約520，000円

　　　　　　　　3年：約810，000円

　休日日曜日、隔週土曜日、祝祭日、
　　　　　年次休暇、特別休暇等合計116日余り

　その他　大学2部、定時制高校、各種専門

　　　　　学校などへの通学機会あり。

技術を身につけたい人は

次のような『国家資格免許』を取る機会があります。

代表的一例

1普通・大型自動車運転免許、大型特殊自動車運転免

許、けん引免許、自動車整備士、特殊無線技士、危
険物取扱主任者、航空交通管制官、調理師、カス溶
接技能者、准看護士、潜水士、ボイラー技士

★お問い合わせば役場総務課又は宮崎地方連
　　　　　　　　下部
（本部）宮崎市東大淀1－39　容0985－53－2643～5

延岡出張所倉0982－21－2387　日向事務所容0982－52－6914

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉



．
bF成5年2月号、

つ
こ“、

つ
と報田口

戚
人
お
め
で
と
う

一
平
成
五
年
東
郷
町
成
人
式
一
が
】
月
四
日

〔
月
）
、
東
郷
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
な

わ
れ
、
今
年
は
七
十
瓦
人
（
男
四
十
一
二
人
、

女
三
十
六
人
）
が
晴
れ
て
大
人
の
仲
問
入
り

を
し
ま
し
た
、

　
式
典
で
は
、
ス
ー
ツ
姿
の
男
性
、
着
物
姿

の
女
性
が
緊
張
し
な
が
ら
も
華
や
い
だ
雰
囲

気
の
中
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
、

式初出防消

＜
表
彰
式

　今年の消防出初式は例年に増して暖かく、おだやか

な日和の中で行なわれました＝

　当日は、町内12の部が出場し、操練の部と小型ボン
フ． ｭ水競技の部に目頃の訓練の成果を競いました。

　審査の結果は次のとおりです，　　　　　　　　」』

脚
』瓶 　

一
翠

撫
こ
彪

　
粘

、
ミ
、

レ
点
検
を
終
え
て

　
　
ち
ょ
っ
と
一
服

レ
標
的
を
ね
ら
う
操
作
員

審査区分　擾　勝i第2位｝第3位

　　　　　　第10部門第1部　第4部総合の部　　　　　　：田野1　小野田　　〔羽干反）

　　　　　　第10部　第3部　第8部操練の部　　　　　　：田i野1　迫野内　　鶴野内．

・j・型ポンプ発　第1部　第10部　第4部

�｣技の部　　．小野［ヨ．1田野一羽坂）

牧
水
か
る
た
大
会

　
毎
年
冬
休
み
中
の
恒
例
行

事
と
な
一
．
て
い
る
、
牧
水
か
る
た
大

会
が
、
一
月
六
日
（
水
）
町
中
央
公
民

館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
、

　
当
日
は
、
団
体
戦
と
個
人
戦
が
行

な
わ
れ
、
静
か
な
中
に
も
熱
の
こ
も

っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
，

　
優
勝
は
次
の
と
お
り
で
す
、

　
団
体
戦

小
学
校
の
部
　
東
郷
小
B
チ
ー
ム

中
学
校
の
部
　
東
郷
中
E
チ
ー
ム

　
個
人
戦

小
学
校
の
部
　
福
谷
龍
三
〔
東
郷

小
）
、
小
川
拓
真
（
東
郷
小
）
、

直
野
ひ
ろ
み
（
福
瀬
小
）
、
岩
田

香
織
（
福
瀬
小
）
、
寺
原
直
輝
（

坪
谷
小
）

中
学
校
の
部
　
佐
藤
愛
美
（
東
郷

中
）
、
川
越
月
美
（
坪
谷
中
）

書
切
め
展

　
例
年
行
な
わ
れ
て
い
る
、
町
内
の

小
中
学
生
の
書
初
め
展
が
】
月
十
五

日
（
金
）
～
一
月
十
七
日
（
日
）
の
三
日

間
、
今
年
か
ら
会
場
を
町
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
に
移
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
．
一　

作
品
は
、
小
学
「
・
二
年
生
は
硬

筆
、
小
学
三
年
生
以
上
は
t
筆
で
、

町
内
七
つ
の
小
中
学
校
か
ら
約
二
百

一ニ

兼
_
も
の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
一
．

・
．
の

↓
．
忠

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

町報とうこ“う

　　　　　　ノのへ

　　　　東郷噸

〔71平成5年2月号

わ瀞
　　聖V、

1
・
聖
．
．
σ
層

泌

京
子
さ
ん
（
5
6
歳
）

噂
，
督

○
出
身
地

　
坪
谷
川
崎

○
生
年
月
日

　
昭
和
卜
一
年
．
八
月
十
二
日

O
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
策
野
敏
夫
（
叔
父
）

o
現
在
の
住
所

　
宮
崎
市
大
塚
台

こ
れ
か
ら
の

ふ
る
さ
と
東
郷
面
に

　
　
　
　
　
思
う
こ
と

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

　
自
然
は
変
化
し
な
い
で
欲
し
い
．
｝

で
も
過
疎
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
．
．

　
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
と
し

て
、
「
村
お
こ
し
ふ
る
さ
と
小
包
」

は
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
．
町
を

出
て
県
外
の
住
人
と
な
っ
て
い
る
方

も
、
郷
里
に
度
々
足
を
運
ば
ず
と
も
、

郷
里
の
味
覚
や
香
り
を
忍
ぶ
事
が
出

来
ま
す
、
郷
土
の
P
R
も
兼
ね
て
一

石
二
鳥
と
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
．
．

　
自
然
食
品
が
好
ま
れ
る
早
目
で
す

か
ら
、
豊
か
な
自
然
で
と
れ
た
産
物
、

手
作
り
の
品
々
を
、
き
っ
と
皆
さ
ん

が
待
ち
望
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

と
想
い
ま
す
．
｝

☆
み
3
さ
と
6
思
い
出
隅
な
し
☆

　
　
　
四
季
お
り
お
り
の
自
然
の
中
で
暮
し
た
日
々

　
　
〔
ふ
る
さ
と
一
尾
鈴
山
に
抱
か
れ

　
た
美
し
い
自
然
が
浮
び
ま
す
．

　
春
休
み
に
な
る
と
祖
母
と
夜
も
明

　
け
や
ら
ぬ
内
に
、
大
き
な
お
む
す
び

－
を
背
に
わ
ら
び
取
り
に
出
か
け
た
も

　
の
で
す
。
野
焼
き
の
済
ん
だ
山
に
は

　
新
芽
が
青
く
茂
り
、
何
と
も
言
え
な

　
い
山
の
香
り
が
漂
う
山
を
越
え
、
谷

　
を
渡
り
、
わ
ら
び
を
探
し
て
楽
し
く

　
走
り
廻
’
．
た
も
の
で
す
．
昼
は
見
晴

　
し
の
良
い
山
頂
で
、
雄
大
な
景
色
や

野
の
花
を
眺
め
な
が
ら
の
お
に
ぎ
り

の
味
は
格
別
な
も
の
で
し
た
．

　
又
、
田
植
え
の
手
伝
い
の
帰
り
に

山
桃
を
ち
ぎ
り
、
甘
酢
っ
ぱ
い
味
に

舌
つ
つ
み
し
た
も
の
で
す
。
秋
は
栗

拾
い
や
柿
ち
ぎ
り
、
こ
う
じ
拾
い
な

ど
、
紅
葉
の
山
を
飛
び
廻
り
ま
し
た
、

　
四
季
お
り
お
り
の
自
然
の
中
で
暮

し
た
日
々
が
、
今
で
も
す
ば
ら
し
い

ふ
る
さ
と
の
思
い
出
と
し
て
、
深
く

心
の
中
に
生
き
ず
い
て
居
り
ま
す
、

柿
の
実
を
エ
ス
パ
ー
シ
ー
ル
で
守
り

　
を
り
鳥
は
守
れ
ど
．
士
供
は
追
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

耳
川
の
流
れ
に
添
い
つ
つ
下
る

　
鮎
柴
堰
こ
え
て
産
卵
す
る
や

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

発
情
の
兆
し
の
あ
り
て
仔
も
喘
げ
ば

　
牛
は
荒
が
い
わ
れ
を
ひ
き
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

く
ふ
る
さ
と
の
味
覚
と
香
り
の

　
す
る
特
産
品

1購こ’

掌

酒
竃
、
、

、
纒
燈騨O

貯　

　　
@　

ﾈ
嘱

㌔
駕
，

産
土
の
今
日
祇
園
祭
ほ
そ
ぼ
そ
と

　
祀
り
し
森
の
太
鼓
が
聞
こ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

友
の
計
報
き
き
し
朝
の
わ
が
狭
庭

　
金
木
犀
の
香
に
満
ち
て
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

久
々
に
し
め
り
満
た
し
て
雨
後
の
朝

　
冬
至
間
近
に
柚
子
の
光
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

初
霜
に
露
地
の
さ
る
ぴ
や
色
腿
せ
て

　
来
る
秋
あ
う
と
根
こ
そ
ぎ
捨
つ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
国
作

霜
月
の
お
祭
り
過
ぎ
て
寒
さ
増
し

　
師
走
の
駆
く
る
思
ひ
に
追
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

太
陽
を
真
上
に
う
け
し
冠
岳
ま
く
ろ

　
く
か
げ
り
空
に
そ
び
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

ほ
ん
の
り
と
秋
田
お
ぼ
こ
の
贈
ら
れ
し

　
り
ん
ご
の
気
持
ち
伝
わ
る
夕
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
録
日

蔭
芝
の
枯
れ
ゆ
く
季
に
り
ん
ど
う
の

　
花
紫
に
す
が
し
く
咲
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

紅
葉
に
映
ゆ
る
五
ヶ
一
路
凋
落
の

　
深
ま
る
景
を
車
窓
よ
り
見
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉



．斗こ成5年211．号　：8、
つ

こ“、
つ町 報　　と
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レ
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「
ぼ
く
の
か
お
」

寺迫の樋口可那子ちゃん・6歳

勧鉾

　父：樋口雅一一さん

　母：　孝子さん
。すきな遊びは？

　なわとび

○大きくなったら何になりたい

暮雪

蔑、

汲
ﾝ

寺迫の萩原拓也くん14歳1

　　父：萩原文雄さん

　　母：　多津子さん
○すきな遊びは？

　ぶらんこ

O大きくなったら何になりたい

　ですか？

　おまわりさん

嚇7

＜
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わ
た
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の
か
お
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ス
リ
ツ
プ
事
故
に

　　

@　

@　

@
気
を
つ
け
よ
う
，
・

　
宮
崎
気
象
台
の
予
報
に
よ
一
1
ま
す

と
二
月
は
冬
型
の
気
圧
配
置
が
強
ま

り
、
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
す
が
緩

む
時
期
も
あ
り
、
天
気
は
ぐ
ず
つ
き

気
味
で
、
気
温
は
平
年
並
み
の
見
込

み
と
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
寒
さ
が
厳
し
く
道
路
凍
結

等
に
よ
る
ス
リ
ッ
フ
事
故
が
多
発
し

ま
す
か
ら
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
．
、

1
出
発
前
に
気
象
情
報
、
道
路
情
報

　
を
確
認
・
周
到
な
運
転
計
画
を
立

　
て
る
、
万
…
に
備
え
タ
イ
ヤ
チ
ェ

　
ー
ン
等
の
装
備
品
を
準
備
の
こ
と
．
一

2
出
発
前
に
は
、
必
ず
ワ
イ
．
パ
ー
と

　
タ
イ
ヤ
の
溝
を
点
検
し
、
坊
主
タ

　
イ
ヤ
は
ス
リ
ッ
フ
の
原
因
と
な
り

　
危
険
な
の
で
新
タ
イ
ヤ
と
交
換
す

　
る
。

3
凍
結
の
恐
れ
が
あ
る
道
路
を
走
行

　
す
る
と
き
は
、
日
陰
部
分
の
走
行

　
は
努
め
て
避
け
ま
し
ょ
う
。

4
凍
結
道
路
は
走
行
す
る
と
き
は
速

　
度
を
十
分
落
し
、
車
間
距
離
は
余

　
裕
を
取
っ
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
、
一

5
凍
結
道
路
で
の
発
進
は
ロ
ー
ギ
ア

　
で
加
速
す
る
と
ス
ピ
ン
す
る
危
険

　
が
あ
り
ま
す
一
こ
の
様
な
場
合
は
、

　
セ
カ
ン
ド
ギ
ア
で
発
進
し
て
く
だ

　
さ
い
．
．

死
亡
事
故
「
0
」
の

　
　
　
市
町
村
表
彰

　
平
成
四
年
中
死
亡
事
故
「
O
」
の

市
町
村
は
警
察
本
部
長
か
ら
そ
の
努

力
に
対
し
て
「
．
祝
辞
一
「
賛
辞
」
の
賞

状
が
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
両
方

と
も
受
賞
し
た
市
町
村
は
県
下
全
体

で
東
郷
町
を
含
む
わ
ず
か
六
市
町
村

で
す
。
今
年
も
死
亡
事
故
「
0
」
の

記
録
を
継
続
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
、
一

尚
本
町
一
年
間
の
交
通
事
故
の
発
生

状
況
は
人
身
事
故
十
七
人
。
物
損
事

故
］
一
八
件
と
な
ズ
．
て
い
ま
す
、

　
交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
∴
－
「
二
月
末
累
計
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）
内
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当
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・
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⑱
“
安
静
”

　
　
　
　
に
つ
い
て

外

科

山

東

郷
町

立
病
院

田

強
＼

、
、
蝉

　
整
形
外
科
で
の
治
療
で
、
手
術
を

必
要
と
し
な
い
場
合
の
保
存
的
療
法

に
は
、
安
静
、
薬
物
療
法
、
超
音
波
、

け
ん
引
証
の
琿
学
療
法
、
リ
ハ
ビ
リ

等
が
あ
り
ま
す
　
ぎ
ブ
．
く
り
腰
、
五

十
肩
、
腱
鞘
炎
、
捻
挫
等
、
安
静
の

み
で
個
人
差
さ
え
あ
る
も
の
の
、
あ

る
一
定
期
間
で
軽
快
す
る
こ
と
が
多

い
9
っ
の
で
み
り
．
で
は
、
　
こ
こ
4
、
安
、
哩

響

擁
　
　
轟

盟
．

の
大
切
さ
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
、

病
院
で
よ
く
”
安
静
に
し
と
き
な
さ

い
”
と
言
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
安
静
を
と
る
原
因
は
、
局
所
へ

の
負
担
を
軽
く
し
、
原
因
と
考
え
ら

れ
る
動
き
や
、
荷
重
を
少
な
く
し
自

分
で
治
そ
う
と
す
る
自
然
治
癒
力
を

補
う
た
め
な
の
で
す
．
痛
み
を
我
慢

し
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
行
い
、
局
所

へ
の
負
担
を
か
け
続
け
る
と
痛
み
の

持
続
は
お
ろ
か
悪
化
す
る
こ
と
さ
え

あ
る
の
で
す
．
、
例
え
ば
、
腱
鞘
炎
の

場
合
、
手
指
の
使
い
過
ぎ
で
起
こ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
同
じ
動
き
を

続
け
な
い
（
中
止
す
る
）
こ
そ
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
早
く
治
そ
う

と
す
る
な
ら
無
理
せ
ず
体
を
休
め
る

こ
と
、
結
果
的
に
は
、
そ
れ
が
一
番

の
早
道
な
の
で
す
．
、

歯科匡師だより◎
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③
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．

＼

　
今
回
は
、
壮
年
期
に
つ

い
て
お
話
一
げ
一
）
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
．
．

　
壮
年
期
は
、
　
一
般
に
4
0

歳
～
6
0
歳
を
指
し
ま
す
、

こ
の
年
代
は
、
社
会
の
リ

ー
ダ
ー
と
な
る
年
代
と
も

い
え
ま
す
．
、
「
壮
」
の
文

．ζ些塁
が
、
何
人

成
人
病
や
ス
ト
レ
ス
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
人
が
多
い
の
が
、
こ
の
年
代
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
．
歯
に
つ
い
て
も

同
様
で
、
歯
周
病
や
む
し
歯
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
．
．

　
食
は
健
康
の
源
で
す
．
．
そ
の
入
り

口
が
、
口
、
す
な
わ
ち
歯
で
す
．
一
二

字
の
音
心
肝
を
辞
書
で
調
べ

る
と
、
．
兀
気
盛
ん
な
と
か

気
力
が
あ
ふ
れ
て
い
る
、

さ
ら
に
体
力
が
満
ち
て
い

る
と
い
’
．
た
意
味
が
あ
り

ま
す
．
．

　
さ
㎡
、
、
こ
の
年
代
の
方

々
で
、
本
当
に
こ
の
言
葉

ど
お
り
に
自
分
の
気
力
や

体
力
に
自
信
の
あ
る
か
た

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
、
渉
う

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
申
し
込
み
受
付
申

　
か
ね
て
よ
り
建
設
を
進
め
て
き
た

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
4
月
か

ら
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
．

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
高
齢
者
の
方
を

自
宅
か
ら
バ
ス
で
送
迎
し
、
入
浴
や

給
食
、
ゲ
ー
ム
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
で

｝
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
く

こ
と
の
で
き
る
施
設
で
す
，
リ
フ
ト

付
バ
ス
や
特
殊
浴
槽
等
も
あ
り
体
の

不
自
由
な
方
で
も
安
心
し
て
利
用
し

て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
．
、

　
利
用
料
は
給
食
4
0
0
円
、
入
浴

2
0
0
円
（
特
殊
浴
槽
利
用
の
場
合

5
0
0
円
）
で
す
が
、
そ
の
他
に
つ

い
て
は
無
料
で
す
。

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
福

祉
生
活
課
福
祉
係
、
ま
た
は
担
当
の

民
生
委
貝
ま
で
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
．

　
ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

町
福
祉
生
活
課
福
祉
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
．
．

　
　
。
容
⑲
一
2
1
1
1
⑳

▼看護婦による体温・血圧等のチェック

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
悪
く
な
れ
ば
、
満
足
に
食
事
が
で
＝

き
ま
せ
ん
．
．
集
中
力
も
肇
り
、
社
会
…
…

で
力
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
＝

大
事
な
所
で
、
思
う
よ
う
に
力
を
真

せ
な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
．
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

そ
れ
に
、
歯
が
抜
け
れ
ば
発
音
に
も
　
［

・
吉
、
顔
も
ツ
ヤ
の
な
い
、
生
気
　

の
な
い
顔
に
な
r
．
て
し
ま
い
が
ち
で
「

・
甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
自
分
の
歯
で
何
で
も
食
べ
、
こ
れ
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

か
ら
の
老
後
を
、
は
つ
ら
つ
と
楽
し
＝

い
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
口
の
健
…
一

康
に
も
っ
と
注
意
を
払
・
て
く
蛋
㌔
　

い
・
も
つ
手
遅
れ
な
ん
て
思
わ
ず
に
、
　

ま
ず
は
行
動
し
て
み
ま
し
ょ
う
、
近
ユ

く
の
歯
科
医
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
　

さ
い
．
．
き
・
と
よ
い
方
法
が
見
つ
か
一

る
は
ず
で
す
、
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

（
写
真
提
供
新
富
町
さ
く
ら
苑
）

▼大きな浴槽でゆったり入れます

」雪
竈1之．・

L」
　　　　き

嘩鼻“

静　榊鮒
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第
1
5
回

東
郷
面
婦
人
祭

▽
日
時

▽
場
所

▽
内
容

2
月
7
日
佃
　
9
時
3
0
分
～

東
郷
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

生
活
研
究
発
表
・
講
演
・

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
外

牧
水

　
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

▽
日
時
　
平
成
5
年
2
月
1
4
日
佃

　
　
　
午
前
8
時
受
付

▽
場
所
　
牧
水
公
園

　
※
お
問
い
合
わ
せ
ば

　
　
町
教
育
委
員
会
生
涯
教
育
係

　
　
　
亀
卜
）
　
2
8
0
7
へ

消
費
生
活

移
動
相
談
の
開
設

身
近
で
起
こ
っ
た
消
費
生
活
に
つ

い
〆
、
の
疑
問
・
ト
ラ
ブ
ル
等
、
ご
相

談
く
だ
さ
い

▽
日
時
　
2
月
2
5
日
㈲
　
m
時
～
1
4
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
第
2
会
議
室

　
※
お
問
い
合
わ
せ
ば

　
町
企
画
財
政
比
企
画
譜

　
　
麿
愈
〕
．
2
1
1
1
㎝
へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

　
　
　
募
集

　
平
成
5
年
度
東
郷
町
社
会
簡
祉
協

議
会
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す

▽
募
集
人
員
　
2
名

▽
応
募
資
格

・
3
5
歳
以
上
の
女
壬

・
東
郷
町
内
に
居
住
す
る
も
の

・
禁
治
産
者
、
準
禁
治
産
者
は
除
く

▽
申
し
込
み
先
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

▽
締
切
　
2
月
2
0
日

　
※
お
問
い
合
わ
せ
ば

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
歴
㊥
　
2
1
1
6

伺
政
面
識

▽
日
時
　
2
月
1
6
日
㈲
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
2
階
会
議
室

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
　
　
四
期

国
民
健
康
保
険
税
十
期

　
（
納
期
は
三
月
一
B
）

；・嚇。一蜘　　　　一篭”

！。酬酬・ @　　騰　這　　ゴi；、
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i亀測塾1畿』1…
し　　　　　　　　　　　　　セ　せじくニロ　　の　　　　　　　　

今　　　　　≡　　『1瞳　令　　　　　　、　　　＿　　需

i藤墨黒懸：臓i

i鰍総勢鑑一
‘

1　　◎日時　2月11日（祝日）午後1時～
1　　◎場所　東郷町総合文化センター

i只今、前赫を各地区の婦絵が販売しています、

i亭生（中国購’・888閏櫛舳席》

1・場・・…制限・てお・ます・緬隙お勅…い、

心
配
ご
と
相
談

▽
日
時
　
2
月
1
6
日
目
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館箸

葱
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
鶴
野
内
の
古
川
カ
メ
ノ
さ
ん
か
ら

　
（
緑
さ
ん
・
7
5
歳
ご
逝
去
）

◎
仲
深
の
岩
野
ス
イ
さ
ん
か
ら

　
（
春
治
さ
ん
・
9
0
歳
ご
逝
去
）

◎
手
玉
の
海
野
昭
一
さ
ん
か
ら

　
（
理
一
さ
ん
・
6
1
歳
ご
逝
去
）

◎
日
向
市
の
鶴
田
義
男
さ
ん
か
ら

　
（
親
志
さ
ん
・
4
3
歳
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
那
須
カ
ネ
子
さ
ん
か
ら

　
（
緑
さ
ん
・
8
2
歳
ご
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
寺
原
忠
男
さ
ん
か
ら

　
（
ミ
チ
ル
さ
ん
・
9
2
歳
ご
逝
去
）

般
寄
付

　
鶴
野
内
の
古
川
廣
幸
さ
ん
と
八
重

原
の
寺
原
昭
一
さ
ん
か
ら
快
気
祝
と

し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
善
意

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
十
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

黒　海1

ﾏ：鷺…難　　1輝　晃　子

那 赤
も
あ
名

勢望1 |父
司彦．夫喀
鶴E坪…坪
�c　　i

　　　1烽d谷i谷…所

住

結
婚
お
幸
せ
に

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

氏
　
　
名

住
所

　
　
一
　
　
　
－
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
1
　
．
　
，
　
　
　
，
古
川
　
　
緑
　
　
　
．
一
．

年
齢
．
剛
止
戚
6
1
歳

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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